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我々は 2022年度打ち上げ予定のX線分光撮像衛星 (XRISM)に搭載する軟X線撮像分光装置 (Xtend)のX線
CCDカメラ (SXI)の開発を行っている。本研究の目的は、SXIに単色 X線が入射した際に得られる波高スペク
トルの形状であるラインプロファイルを再現する応答関数の構築である。Xtend用フライト素子の応答は「ひと
み」の応答関数でおよそ再現可能であることを確認したが、F–KαとAl–Kαのメインピークよりも低い所にピー
クを持つ成分である Secondary Gaussianが「ひとみ」に比べて広がっており、241Amスペクトルは 2 keV以下で
連続成分の寄与が大きいことがわかった。Secondary Gaussianの幅が広い輝線は、応答関数のパラメータを調整
することで改良した。また、連続成分の評価は SDDを用いて取得したスペクトルを合わせて解析し、入射X線
由来の連続X線成分と CCD検出器での応答による一定成分の切り分けを行い、応答関数の一定成分のパラメー
タに反映させた。本講演では、完成したXtend用応答関数によるフィッティング結果について報告する。


